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§１．研究成果の概要 

 

第 1 フェーズとなる 2020 年度は、発声機能拡張および聴覚機能拡張として、主に障碍者用の

機能回復応用を想定しつつ、基盤技術の改善に取り組んだ。特に、ユーザとシステム間の質の高

い即時インタラクションの実現に向け、低遅延かつ高精度なリアルタイム処理の実現に向けた研究

に取り組んだ。 

発声機能拡張グループ（名大 戸田）では、動作信号を併用した発声機能拡張基盤技術の構築

に向け、高精度化・高速化・制御性能改善や、喉頭摘出者向け発声・歌唱支援処理の実現に取り

組んだ。国際音声変換技術評価会 Voice Conversion Challenge 2020 の開催ならびにベースライ

ンシステムの提供、物理的な知見に基づく制御機構を備えた深層音声波形生成モデルの考案、

マルチモーダルな多元動作信号を用いた歌唱支援システムの構築などの成果が得られた。 

聴覚機能拡張グループ（都立大 小野）では、選択的聴取を可能とする低遅延リアルタイム音響

信号処理基盤技術の構築を目指し、マイクロホンアレーによる音源分離アルゴリズムの高速化とそ

の拡張に取り組んだ。また、音光変換センサノード「ブリンキー」を分散配置し、聴覚情報を視覚的

にフィードバックする拡張聴覚システムの検討を開始し、リアルタイム音高可視化システムを構築し

た。その他、円状マイクロホンアレーの対称性を活用した音場補間法や、要素選択による乗算を用

いない次元削減法などの成果が得られた。 

機械学習基盤グループ（NTT 亀岡）では、物理パラメータを制御対象とした音響信号制御方法

の確立を目的として、音声生成過程や音響伝播過程を表現した深層生成モデルを考案するととも

に、その生成過程パラメータを推定するための手法を構築した。また、多元動作信号を用いた音声

制御の方法論の構築を目指し、画像と音声との間のクロスメディア変換の問題に取り組み、クロス

モーダル音声・顔画像生成法を開発した。 
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§２．研究実施体制 

 

（１）発声機能拡張グループ 

① 研究代表者：戸田 智基 （名古屋大学情報基盤センター 教授） 

② 研究項目 

・共創型音声生成機能拡張技術の構築 

 

（2）聴覚機能拡張グループ 

① 主たる共同研究者：小野 順貴 （東京都立大学システムデザイン研究科 教授） 

② 研究項目 

・共創型聴覚機能拡張技術の構築 

 

（3）機械学習基盤グループ 

① 主たる共同研究者：亀岡 弘和 （日本電信電話（株） NTT コミュニケーション科学基礎研究

所メディア情報研究部 上席特別研究員） 

② 研究項目 

・挙動制御機能を備えた機械学習基盤の構築 
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